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PMBOKは版を重ねるごとにプロジェクトマネジメントにおけるステークホルダーの位置づけが高くなっている．平成24

年2月に公開されたPMBOK第5版の評価版では，ステークホルダーマネジメントに関する知識エリアが新設された．本発表

では，ネットワーク分析手法を用いてコミュニケーションマネジメント知識エリアにおけるマネジメント経路の可視化を

試みるとともに、その結果を基にしてPMBOKを学ぶための教材の要件について考察した結果について報告する． 
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1. はじめに 

プロジェクトマネジメント知識体系（PMBOK）第4版

では 42 個のプロジェクトマネジメント（PM）プロセスに

ついて，プロセスの 3 つの構成要素（インプット・ツー

ルとスキル・アウトプット）の内容を詳細に述べるととも

に，それぞれのプロセスを起点にしたデータフローが

併記されている[1]．著者はこれまでに，このデータフ

ローを基にして，42 個のプロジェクトマネジメントプロ

セスのネットワーク構造を可視化できること，ならびに

特定の PM 要素が PM プロセスの相互作用に与える

影響度や重要度を解析的に求めることが可能である

ことを述べてきた[2]． 

しかしながら，そのネットワーク図は 42 個のマネジ

メントプロセス間の一次的な結びつきだけを見ている

のに過ぎない．そこで，本研究では，データフローに

基づく分析を拡張し，各マネジメント知識エリア全体

におけるマネジメントデータ（各プロセスのインプット

やアウトプットの要素を総称してマネジメントデータと

記述する）の流れ・受け渡しを考慮しながらエリアにま

たがるデータフローを描くことによって，その知識エリ

アにおけるマネジメントフローの可視化を試みる．さら

に，可視化されたマネジメントフローをベースにした

相互リンク構造を有する教材の開発に取り組む． 

 

2. ネットワーク分析による構造の可視化 

PMBOK第4版では，プロセス間の関係は当該プロ

セスを起点とするデータフローとして示されている．例

えば，【10.1 ステークホルダー特定】プロセス（図 1）の

アウトプットである『ステークホルダー登録簿』は，【4.1
プロジェクト憲章作成】プロセスからマネジメントデー

タとして受け取るプロジェクト憲章を参照しながら作成

し，【11.2 リスク特定】プロセスのインプットになってい

る．このような【プロセス】を起点する前後関係は，プロ

セスとデータフローをノードとリンクに対応させることに

よってネットワークとして示すことができる[2]． 

 

 
図 1 【ステークホルダー特定】プロセスのデータフロー

 

図 2 PMBOK の 42 個のプロセスに対応するネットワーク図 
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3. マネジメント経路の分析 

 図 2 は，PMBOK 全体として 42 個のプロセス間の

直接的な相互関係およびプロセスの密度を可視化し

たものであり，プロセスの経路を表すものではない．

そこで，プロセスのデータフローとマネジメントデータ

の対応を一つずつたどることによって，当該プロセス

を経由するマネジメント経路を描き出すことが可能に

なる． 

 

 コミュニケーションマネジメント知識エリアにおける 5

つのプロセスと関連するプロセスにおける直接的なネ

ットワーク関係を経路図として描画した例を図 3 に示

す．図 3 は，図 2 に示した PMBOK のネットワーク図

におけるコミュニケーションマネジメントのノード（10.1
から 10.5）とリンクしている紐帯をプロセスマップ上に

描いたものに対応する． 

 この直接的な相互作用にマネジメントデータの流

れを考慮しプロセス間の結びつきを一本ずつ辿ること

によって，プロセスの経路を記述することが可能にな

る．たとえば，【ステークホルダー特定】プロセスを起

点するマネジメント経路のひとつは，【4.1 プロジェク

ト憲章作成】→（プロジェクト憲章）→【10.1 ステーク

ホルダー特定】→（ステークホルダー登録簿）→【11.2 

リスク特定】→（リスク登録簿）→【12.2 調達計画】とい

う経路である（図 3）．このようにしてコミュニケーション

マネジメント知識エリアにおけるマネジメント経路を推

定し描画した結果を図 4 に示す． 

この結果を基にして，マネジメント経路を可視化する

補助教材の要件を検討する． 

 

 
図 4 コミュニケーションマネジメント知識エリアにおけるマネジ

メント経路 

 

4. まとめ 

PMBOK第4版のデータフローチャートに基づいて，

5 つのプロセス郡と 9 つの知識エリアに対応するプロ

セスマップを作成し，ミュニケーションマネジメント知

識エリアにおけるマネジメント経路の可視化を試みる

とともに，マネジメント経路を可視化する補助教材の

要件を検討した． 
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図 3 【ステークホルダー特定】プロセスを起点とする 

マネジメント経路の一つ 
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